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消えてゆく子供の遊び
-清泉女学院短期大学近くの子供達から-
桜 井
昭和52年から10年以上を経て､平成4年度
から､小学校学習指導要領が改訂､施行され
た｡これは､社会の急速な変化と文化の進展
等を踏まえてなされたもので､特に一 ･二年
生では､社会科 と理科が廃止され､生活科に
変ったことが特筆される｡この生活科は幼稚
園･小学校の一貫性､連続性を考慮し､自立
-の基礎を養うための､中核的教科として位
置づけられているO
その内各構成をみると､生活上必要な習慣
や技能を身に付けさせ､自立への基礎を養う､
という観点から､｢身近な社会や自然を観察し
たり動植物を育てたり､遊びや生活に使うも
のを作ったリなどして活動の楽しさを味わい､
それを言葉､絵､動作､劇などで表現できる
ようにする｣と目標に掲げている｡
設定されている内容についても､大切な幼
･小の連携という点から､幼稚園で得た遊び
等の知識や技能 ･態度を､小学校でどう生か
すかが重要で､遊びや遊びに使うものを作る
こと､健康 ･安全の他､多くの内容が盛られ
ている｡
子供の体格は向上したが､体力不足や慢性
的な運動不足が､しばしば問題になる｡これ
は元気に遊べない､また､遊ばない子供に原
因の一端があると思われる.生活科や幼稚園
教育での5領域それぞれに深く係る "遊び'
に関連するが､昔の遊びの良さを見直し､実
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際に道具を作り､遊んでみようとすることは､
きわめて必要なことである｡そこで､長野市
北部に位置する､清泉女学院短期大学近 くの
地域で､かつて､子供達が行っていた遊びに
ついて調査､記録し､生活科の視点からの考
察をしてみた｡
清泉女学院短期大学の西北に整える三登山､
その山麓を帯状に通る旧北国街道に治った八
ツの集落から成っていた若槻村が､昭和29年
長野市に合併された｡この前後から都市化が
急速に進んで､田畑は大部分が住宅地に変り､
昔日の面影はうすくなり､地域の諸様相の変
化は､ただただ驚 くばかりである｡子供達の
遊びにも衰退と消滅の顕著な傾向が見られる｡
集落のほぼ中間にある"東条坂M(ヒガンジ
ョ坂､または､-ラの坂と言われていた)は
往時は交通の難所であり､農業経営面で見て
も､坂上は単作地帯であり､坂下は米 ･麦の
二毛作地帯と明確な差が見られた｡アップル
ラインが開通し､旧北国道が県道に変り､交
通面､経済面､生活面等々あらゆる面で､坂
上､坂下の差はなくなったと言ってよい｡
子供達についても､強いて言えば､
や ､都会的--･ --田舎的
坂下 ( 〉坂上
や ､洗 練=-･--･･素 朴
というような感想を持っていたが､現在では､
子供の遊び､生活面等でも､ほとんどその違
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いか見られなくなったと言えよう｡
かって (昭和前期の10-20年代を主に)二
の附近で子供達が楽しんだ遊びについて､現
在はほとんど見られなくなったi)のも含め､
その全部を網羅することはできないが､昔を
思い出しながら､年中行事の一部も含め､ 子
供達の楽しい思い出となった遊びについて記
録してみたい｡
1.勝敗や能力を競う遊び
男の遊び
○ バ lソチン (めんこの方言)
種類と遊び方は多く､ルールい ､ろいろ工
夫されていたが､ ォ`コシ'か主であった｡
地面に置かれた相手のめん二を裏がえLに
すれば勝ちとなるO("スクイ' ･･･相手のめ
んこの下にもぐり込ませると勝ち｡…ノリ'
･･･.･･相手のめん二に乗ってしまうと負け､も
"オコシ'に加えられるのが常であった｡)"つ
めオコシ…というものi)一時期流行 した｡
緒博の要素を持っていたためと思われるが､
ビイー玉､おはじきとともに学校に持参する
ことは禁止されていたが､ビイーJiとともに
量も人気のあった男の遊びであった｡
○ビイ-玉--･･それぞれ､小さな袋に入れ
て持ち歩いたC
すい か
大きさ､色(西瓜玉に人気があった)､遊び
方はいろいろあったが､"切 り'(又はあて)
が主であった｡親指､人さし指､中指の3本
で玉をつまみ､小指を玉のあったところに支
点としてつき､相手の玉を狙って命中させた0
1回きり､2回きり､3回きり､とあり､命
中させて両方の玉の間に間隔があることを必
要とし､指2本とか､手の平の幅とかを前以
って決めておいた｡両方の玉が密着した場合
は､"ミゾ'と言って､2つを目の高さから落
下させて､ ミツにLた者から再開した｡
複数の場合､誰の玉から猪うか､一回で狙
えない場合の近寄り万､強力な相手からの一
時的な逃げ等も大切な戦術であった｡
○兵隊ごっこ (いくさごっことも言う)
二手に分かれ､竹の棒や長細い木片を刀や
銃として戦争の真似ごとをして遊んだ｡
○ 兵隊将棋
盤面の駒の配置は普通将棋とほぼ同じ[二か､
駒の名称や進み方も興り､一時期大変流行し
'=
○水あび- (水泳の方言l･･･-･別記II
女の遊び
平たい円形のガラスや貝がらを出し合い､
親指と人さし指の指先ではじいて､命中させ
れば自分のものとなり､失敗するまで連続し
て出来る｡ビイー玉の "あで'と同様に当て
た後のF耶扇制限等前以て決めておいたo
o あや叉はあや玉 (お手トA.の方言)
布の小袋を作 り､中に小豆を入れて綴じ､
3-4個作 り持ったo片手で-両手で-個数
を増やしてと､遊び方に難しさが増した｡
○ あやとり
手指の糸遊びで､太めの毛糸を使う場合が
多かった｡両手の間でいろいろの図形を作る｡
交互に相手と渡し合い､出来た図形を変えた
りして遊んだ｡
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○ ゴムとび
走高跳び (正面跳び)の要領と手をついて
足から (マット運動の側転)の二通りの方法
で遊んだ｡
2.生産性を兼ねていた遊び
遊びで得たものが､おかずや蛋白源として
一家の食膳に提供されたり､子供自身のおや
つになったものもある｡また､兄弟が多く幼
稚園､保育園もなかった当時､仕事としての
弟妹の守 りをしながらのものもあった｡
o J､きったまとり--(ふきのとうの方言)
友人を誘い､雪の消えかけた田畑の土手で
とり､ふき昧口曾や油味噌にして食べた｡
○苛つみ
のびろ (のびる)､ くじな (たんばばの若
莱)､つ くし､せ り等の野草をおひたしにして
食べるc
o山菜とり
わらび､ぜんまい､ふき､いたずいこ ( い
たどりの若芽)等､あく抜きをして､ゆでた
り､塩漬けにして食べる｡
○ 兎の革 (飼料)とり
クローバー､たんばばの葉などが主であり､
遊びというよりも､子供の仕事であった｡ふ
ん尿は肥料､その皮は軍需用､肉は食料とな
った｡
○ 釣 り
ツツミ (農業用のため池)での7ナ釣りが
主であり､竿は竹で自作し､餌はミミズか小
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麦粉の "ねり餌'であった｡現在､危険防1上
のため､ツツミに近づ くことも禁止されてい
るo
O 沢ガニとり
ほとんどの小川に生息しており､川の石を
裏がえして捕ることが出来た｡から揚げや天
延羅にして食べた｡また､かぶれの薬として
生きた蟹をつぶし､その汁を患部につけたo
o エビとり
5cmほどの …ぬかえび"でツツミに生息し
ており､篭の中に餌 となる …タニシ"のつふ
したものや､"ふすまだんご'を入れ､岸辺の
水中に一定時間入れておき､頃あいを見て篭
を引きあげて捕ったO煮て食用としたo
o ドジョウとリ
ツツミや小川でも捕れたが､川んばの "ひ
えよけ'と言われた溝で多く捕れた｡
○ タニシとリ
ツツミでも捕れたか､稲刈 りの終った水田
の穴から掘 り出して食用としたO農薬の影響
からか､現在は水田で見ることが出来ない｡
○ダボ釣 り (よしのぼ りの万言､かじかと
も言っていた)
ツツミでのフナ釣 りの際の迷惑ものであり､
手で捕えることも出来た｡
○シジミとり
一部の小川で捕ることができたが､汚染が
すすんだ現在はみられない｡
○ きのことリ
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主に三登山でとれた｡食茸､毒茸ともに種
類も多い｡
○ いなごとり
お茶袋､布袋に捕って入れたり､稲や ぇ`
のころぐさ'の花茎に背どおしして刺し連ね
て持ち帰 り､食用とした｡大切な蛋白源であ
った｡農薬で激減したが､最近増えてきてい
る｡
わらに結ぶ
○くり拾い､くるみ拾い､ぎんなん拾い､
あけびとり､どんぐり拾い等
遊びを兼ねており､秋の大切な嬉しい収穫
となった｡
○ 寒雀とり
方法はいろいろあった｡①馬の尾の毛を､
餌をまいた "俵ばせ'--･ (たわらんばせ と
呼んでおり､米俵の両側にかぶせるもの)に
結びつけ､すずめの足が輪に入るとしまる(野
馬の尾の毛で輪
を作る
@
バネ仕掛け
餌を撒 く
′板､角材
餌を撒 く
???????
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兎を捕る針金の輪の "わな'と理屈は同じ)
のでそれを捕えるO②大きめの竹ざるや､"ふ
るい'などを支柱で傾け､中に餌をまき､入
ったところを遠くで支柱につけた "ひも'を
引いて雀に被せる｡③雪に穴を堀リ､中に餌
をまき､上に蚕綱などの一方を固定し､前へ
縄を引いて捕る｡④板か角柱を固定し､打ち
込んだ "くい'に太めの竹棒を結び､その端
に引縄をつける｡それを思い切り引き､板の
前の餌場の雀に一撃を与えて捕る｡⑤ごみ捨
て場等に集るところを確認しておき､雀の餌
となるパンくずをつけた､はね返り式の "ね
ずみとり"を気付かれないようにうめ込んで
おいて捕えるO⑥物置小屋や土蔵の戸をやや
少なめに開けて餌をまき､餌に誘われて入っ
た雀を､戸を閉めて追い廻して捕える｡
以上挙げたこれ等の遊びは､単独の場合は
ほとんどなく､友達を誘って遠出したりした｡
なぜならは､"一人で行 くと､人きらいが来
て､サーカスに売られる'､と言われており､
子供達は真面目にこれを信じていた｡
3.虫とり
○ せみ
地LHこいる幼虫を捕るO>J>j化して鳴いてい
る成虫を捕る｡二通りの方法があり､特に幼
虫 (羽化直前の地中から出ようとするものを
捕え､背中が割れ-羽化の様子を観察する)
捕 りの場合は､穴探 しにコツがあり､難 し
い)｡
○ ぎっちょ (きりぎりすの方言)
草木の薮や田畑の土手で樺山捕れた｡普通
のものと､や ､褐色気味 (アブラギッチョと
言った)のものがあり､きゅうりの餌を与え
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飼育した｡最近は､この虫の鳴き声をほとん
ど耳にしなくなった｡
○チョウチョ
"あげは"や "からすあげは'に人気かあ
った｡数､種類ともに多かったが､現在､あ
まり見られなくなっている｡
○ かぶと虫とくわがた
モミ殻の堆肥のある場所では､かぶと虫が､
くぬぎ､柳などの木の根本や樹液の出ている
ところでは､くわがた虫がよく捕れた｡特に
"くわがた"は友人同志で所有しているもの
を取り組ませて強さを競った｡
○ ほたる
旧北国街道を横切る多くの小川､そこから
の小さな支流や田用堰には､餌となる小さな
巻貝･-"川にな'か生息しており､水もきれ
いで､場所によっては､平家ぼたるや源氏ほ
たるが乱舞するほどの所もあったo草ほうき
でたたき落して捕えた｡
麦わらで自作 (市販品もあった)のかごに
入れたり､蚊帳の中に放して楽しんだ｡
○ と/いま､
とんぼとも言った｡特に "鬼ヤンマ'に人
気があり､数､種類とも多く捕れたO特に赤
とんぼ (あきあかね)は垣根や物干竿､出し
た棒に止ったのを捕って遊んだ｡
○ えぽっつり虫 (かまきりの方言)
幼児の "かんの虫の薬'と言われ､焼いて
食べた｡また､その巣は薬用となった｡
○ かっこ (うすぼかげろうの幼虫)
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神社や寺の軒下の砂地にす り鉢状の小さな
穴かあり､その穴にいた(蟻地撒)｡蟻を穴に
落して確認して捕えた｡はわせて側面をたた
き､後退するのを見て遊んだo
Oぼった
大きめの足長ぼったに人気があった｡捕え
て､投げ上げて飛ばせたり､水に入れ泳がせ
て遊んだ｡
○蜂の巣
足長蜂か土蔵や物置小屋の軒卜に巣作 りし
たのを圭に狙った｡巣の中の幼虫を木綿針で
l臣‖寸J.Lて食用にした〔)危険であり､技術を
要 Lた､先ず､長い棒で巣を落とし､しばら
く時間の経過を待って､蜂の有無を確認して
から拾った｡
○ 鈴虫-･･･別記 Ⅰ
4.草木を使った遊び
○ たんばぼ
花棟をぶら下げて叩き合いをし､花首を落
す勝負で遊んだOまた､fJlい種を吹いて､高
さや距離を競ったリ､花束､花輪､勲章など
も作った.
oれんけ
輪 (首輪､腕輪､足輪､帯､冠等)を作っ
て遊んだ｡田の肥料 として作られていたが､
現在は見られなくなった｡
○ クローバー
幸福になるとか､良いことがあると言って､
四つ葉のクローバーを探 した｡また､たんば
ぽやれんけ葦同様に輪 (花茎)を作って遊ん
だ｡
○ 麦 (収穫後のわらを麦わら細｣二に使用
した)
虫かこ 敷物､帽子､うちわ等を作 り遊ん
だリ､使用した｡麦を耕作する農家がなくな
り､現在は見られないo
o だいこん
輪切 リにした "だいこ/j'の中心に棒をさ
し通 し､そこに､"つけんぽ'- (火種を移す
ために使用した薄い杉の板の先に硫黄の付い
たもの)をしっか りと差 し込み､水車にして
小川にが ナ渡して遊んだ｡
○ やまぶき
茎の白い芯を突き出し､小片にして､額や
顔につけて遊んだ｡
○竹の子
竹の子をとり食用にし､その皮を二つ折 り
にして中に梅漬の …しそ'を入れ､吸った｡
o iJl.
① 竹馬･-･.･速さや距離 も競ったが､高さ
を競 う傾向か強かった｡
② そり--下部に取 り付けて滑 りを良く
したO自作で前後連結 しておl),方
向変換 (前部に舵をとり付ける)可
能なものもあった｡
③ 竹スキー---市販品もあったが､竹の
先端をローソクの火であぶって曲げ
たもので､自作が多かった｡
④ 弓--竹 弓と言われていた｡弓も矢も
竹で自作して遊んだO
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⑤ 笛--･横笛､立笛もあり､正月の "う
ぐいす笛'は市販もあったが､自作
もした｡
⑥ 竹鉄砲-･･えの実鉄砲､紙鉄砲､ゴム
鉄砲 とあった｡えの実鉄砲は､春～
夏の "榎の木の実Mを鉄砲玉に使っ
た｡
⑦ 仲ト--簡単なものは市販していたが､
ほとんど､竹ひごに障子紙を張り､
鳴りや尾を工夫した自作が多かった｡
⑧ 刀--兵隊ごっこ用として､適当な太
さ､長さにし､銃なども工夫して作
った｡
⑨ 釣竿-ツツミでのフナ釣りの釣竿は､
ほとんど自作で､器用な者は "つな
ぎ竿"の簡単なものも作った｡
⑲ 菜の付いた大竹---"どうろく神'の
書初め､七夕の願いごとを書いた短
冊を結びつけた｡
⑪ 竹ひご-ひご細工でやじろべえなどを
作った｡学校の授業でも使用した｡
○ ひいらぎ
葉の両端のとげを指で軽く押え､口で吹い
て回転させた｡
○ おおばこ
花茎を交差させ､摩擦させて早く切れた方
を負けとした｡
○ えんどう豆
豆に竹ひごを刺して､ひご細工をして遊ん
だ｡
○ あんず
熟した種子の両側を "砥石Mで擦って穴を
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あけ笛を作った｡
○ よし
葉を折 り､"ささ舟'を作 り､川に流して遊
んだ｡
○ からすのえんどう
実を出した "さや"を口にくわえて吹くと､
音が出た｡
○ すもとりぐさ (ちから芝の方言)
隣合せている草の葉を気ずかれないように
l
結び､人がそれにつまづ くのを見て喜んだ｡
危険なので､学校で禁止の指導もあった｡
○ くろんぼ (大麦の黒穂病による黒い穂の
粉)
顔に塗り遊んだ｡麦作がなくなり見られな
くなった｡
○ 桑の実 (くわぐみと言った)
果実酒にもするが､子供の大切な"おやつ'
であった｡養蚕農家が無くなり､桑の木もほ
とんど見られなくなり､桑の実も貴重なもの
になってしまった｡
5.季節 ･神事 ･仏事 ･年 中行事 に
関連して
太平洋戦争中やその前後に消滅した行事も
あるC遊び関連よりも子供が楽しみにしてい
た食物と係わる行事が多い｡集落の神社を中
心として行なわれるものが多くあった｡特に
農事を柱にして行なわれるものは､専業農家
が激減し､住宅地化したこの地区では､消え
てしまったものがいろいろある｡
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春祭り､秋祭 りの年二回の村社の祭 りは､
露店も出て賑かであり､子供達の楽しみであ
った｡特に､5月8日の蚊一里田八幡宮の祭礼
は､草相撲も行なわれ大変な賑いであったが､
年々様変 りして来ている｡
次に挙げたものは､遊びと直接関連ないも
のも含まれている｡
① 花札､ トランプ､かるた､双六､こま廻
し､羽根つき､初音(うぐいす笛)､兵隊将
棋 (軍隊将棋とも言った)
こまは--･･手で廻す｡○ひもを巻きつけ､
そのひもを引っぼって廻すo o布切れやひも
ではたいて廻す｡三通りの方法があった｡盛
んだった兵隊将棋は見られない｡
② ド一口クジン (どんどん焼き､道祖神祭
I)の方言)
通常は大･小二つ作った｡子供達 (少年団)
が集り作る場合が多いが､地区によっては､
大人が作る地区もあった｡書初めの作品を燃
やし､餅を針金で結び､焼いて食べる楽しみ
があった｡現在でも地区の育成会を中心にし
て残っている行事である｡
③ モウメンデマ (物作りの方言)
米の粉を練り､粘土細工の様に農産物 (野
菜､かいこのマユ等)を作り､豊作を祈願し
て､木の枝に刺して部屋に飾る｡これを､ ド
一口クジンで焼いて食べた｡
④ 豆まき
節分に家の内外に ｢鬼は外､福は内｣と大
声で豆をまく｡また､自分の年令分のマメを
拾って食べる｡
④ ヤショウマ
米の粉を削 ､(切ると断面が @ のよう
になる)細長い形のものを作り (マメやゴマ
を入れたり､食べ二で赤くしたりする家もあ
った)仏壇に供えた後､食べた｡各家庭で作
ったが､子供が寺から､いくつかもらって帰
るということもした｡
⑤ 凧あげ
田んぼや土手であげた｡市販されていたが､
大きさ､型等いろいろ工夫し自作したものが
多かったO
(参 オヒナサン
女の子のお祝いで､ひな壇におひな様を飾
り "ひな祭り'を楽しんだ｡
⑦ お節句 (端午の節句)
男の子のお祝い､"コイのぼり'を立てて祝
う｡"かしわ餅"を作り祝う家が多かった｡
⑧ オヨウカ(5月8日の蚊里田神社の春祭)
草相撲､植木市､露店が並び､子供のおも
ちゃなどが売られ､大変な賑いであった｡
⑨ マンガアライ (田植の終了を祝う､マン
ガ-代かきの道具)
田植の祝いで､豊作を祈願し､ニ馳走を作
り､農事を休んだ｡
⑲ たなばた(七夕祭り､他より一カ月遅れ)
大竹の枝に短冊に願いごとを書いた紙を結
び㌧っけ飾る｡仏壇に野菜や果物を供え､それ
らは後で川に捨てた｡(子供が七夕に他人のも
の･･････主に野菜や果物-･･･を盗んでも､見つ
からなければよいという迷信があった)0
桜井 消えてゆ く子供の遊ひ
⑪ 盆おどリ
お宮やお寺の境内等の広場に櫓を組み行な
われた｡夏の盆行事として残っている地区も
ある｡
⑫ ミサヤマサン (御射山様)
青萱の箸で食事をすると中風にならないと
いう迷信があり､青萱の箸で食事をした｡萱
を探ってくるのは子供の役割であった｡
⑬ 花火
夏の子供の大きな楽しみの一つであった｡
現在は爆竹系統の花火が喜ばれる傾向だが､
光を楽しむ傾向の花火が多かった｡
⑲ 秋察l)
どこの集落でも盛大に行なわれた｡親戚を
招き､ニ馳走を作り､農事を休み豊作を祝っ
た｡おもちゃを並べた露店も出て賑かな地区
もあった｡特に､伝統的な "LL舞'は､早
い時期から連夜練習に励んだ若者衆が､各家
を廻って舞った｡子供はこれに付いて廻って
歩いた｡
⑮ カマアゲとコキバンアゲ(秋の収穫祝い)
6月のマンガアライに対する農家の祝いご
とであり､稲刈りと脱穀の終了を祝った｡日
頃､食事内容が質素な農家では､ニ馳走があ
り､子供も楽しみであった｡
⑲ ェベスッコ (えびす講のこと)
長野の街では､商店が大売出しと花火大会
も行なわれて賑った｡近隣の農家も冬物や大
きな 買`い物'をした｡子供は夜の花火を屋
根に登るなどして､眺めて楽しんだ｡
163
⑰ 冬至
かぼちゃを食べる家が多かった (冬至にか
ぼちゃを食べると病気にならないという迷信
がある)｡
⑲ 餅つき
どの家でも餅をついて､正月に備えた("く
んちもち'はいけないという迷信があり､12
月29日に餅つきをする家はほとんどなかっ
た)｡
⑲ トシトリ
ほとんどの家では､神棚､仏壇に供え物を
し､鮭を食べた｡早く磨れば早 く老人になる
と言われ､家中で拒櫨を囲み､村の寺の "午
越しの鐘'の膏を聴 くまでは､みかんやジマ
メ (皮つきのピーナッ)を食べながら､花札､
トランプ､カルタ､双六等で遊び､二年参 り
に出掛けたり､新年の-ツネ (竹製の鴬笛の
こと)売りを待った｡
6.その他の遊び
○ 水あび (水泳の方言ト - --別記
昭和31年に若槻小学校にプールが出来た｡
それまでの水泳は､ツツミや小川を塞き止め
て行なわれていた｡
○ スケー ト
ツツミで下駄スケー トを使用して遊んだ｡
下駄スケー トは市販されてもいたが､歯のな
い高下駄の裏に､村の鍛冶屋さんに作っても
らった金具を取りつけた｡
○ ポックリ
大きさの揃った空缶二個に､それぞれ､く
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ぎを使い穴を開ける｡ひもで連結し (わら縄
を使 うことが多い)､中間を胸のあたりで持
ち､歩行競争をした｡
○ くぎさし
大きめのくぎの先を鋭く尖らせて､頭上か
ら地面に思い切 り振り下して地面にさす｡さ
きった点を線で結んでゆき､相手が出てこれ
ないように包囲してゆく｡ささらないで､倒
れた時は､次の順番に変る｡脱出が出来なく
なった場合は､"マイッタ◆'と言い､勝負あり
となるO雨あがりの地面で行なわれたo
o 国とり (陣とりとも言った)
地面に描いた四角形で､ジャンケンによっ
て､四角形の隅から順に親指を支点にして､
なるべ く大きな円を描いてゆき､その広さを
競った｡
○ 石切り (石で水切り)
なるべ く平らな石を選ぶ､ツツミの水面に
向いて､サイドスローかアンダースローの要
領で石を投げ､何回バウンドして沈んだか､
その回数を競って遊んだ｡
○ 石鉄砲 (パチンコまたはゴム鉄砲とも言
った)
Y字形の二又の木に二本のゴムひもを結び､
石を鉄砲玉にして､的当てや小鳥を狙った｡
鳥を殺生する能力が充分あった｡
○ オニッコ (鬼ごっこ､鬼遊びの方言)
お宮､お寺の境内､道路で遊んだ｡年少の
幼児は "ミソッチョ'と言って､仲間に入れ
て遊んだ｡陣とり鬼や手ぬぐいで目かくLを
する "目かくし鬼'もあった｡お助け鬼の-
種で "ケントゲ'というものも盛んに行なわ
れた｡
○ カクネッコ (かくれんばのこと)
制限区域や約束ごとを前以て決めて､遊ん
だ｡
○ テンゴロバ (肩車の方言)
二人で組む､四人で組むと二通りがあり､
上に乗った者を落し合った｡
○ 人形遊び
"ほうずき"を豆削こし､柿の葉などを着物
にし､着せかえて遊んだ｡
○ 殿様ゴッコ(とのさまこじきともいった)
ジャンケンの遊びである｡腰かけて一列に
並んだ者を順次勝ち抜きで､家来から殿様に
昇格していく｡こじきは一回､家老は二回､
殿様とは三回勝負が一般的であった｡
○ 石けり
"けんけんばあ"と同じような円を地面に
描き､けんけんで､平たい石 (屋根瓦の破片
が喜ばれた)をけって進む競争｡円外に出た
り､円にかかったりすると次の順番の者がけ
った｡
○ ヒコ-キ
紙飛行機とゴムを動力源とした模型飛行機
とがあり､模型飛行機作 りが大変盛んであっ
た｡
○ ピンポン
卓球台の代りに､家庭の主婦が使う "はり
つけ板'などを使い､適当な木材をネット代
桜Jt一 消えてLDく了供の遊び
I)にして､遊んだ｡学校では廊下を利用した｡
○ ベース (草野球のこと)
四角ベースが普通であったが､人数や場所
の広さや形などによって､三角ベースにした
りしたoゴムのボールがあれば良い方であり､
ポロ布を丸めて､くず糸で巻いた手作りのボ
ールを手で打ったり､適当な棒や家から "す
りこぎ'をこっそり持ち出したりして打った｡
以上で昭和10年代から20年代にかけてのこ
どもの遊びを挙げ説明したが､消えてしまっ
た遊びとして､特に "鈴虫とり'と "水あび
(水泳の方言)"につき､詳しく説明したい｡
(1)鈴虫とり
清泉女学院短期大学から若槻郵便局前に向
う道路の両側はかつて一部がリンゴ畑であl)､
桑畑が多かった｡その途中､局に向って左側
に折れていくと (一部畑があるが､住宅にな
っている)､あたり一帯は､広範囲にわたり､
鈴虫の宝庫であった｡ リー ン､ リー ンと鳴き
競い､どこから捕るか迷うくらい､絶好の鈴
虫とりの場所であった｡友達に穴場を知られ
ないために単独でいく場合もあるが､気の合
った友人を誘い合って行くことが多かったO
昼間捕る方法と夕方鳴き出す時間帯を狙って
捕る方法の二通りがあった｡
用意するもの
懐中電灯､ろうそく､ランプの"ほや'(午
乳の空ビンやコップや茶わんで代用する場合
が多かった)､捕った鈴虫を入れるお茶の空
袋､菓子袋等｡
場所
桑畑や畑の土手､荒地やがけの途中の草や
ぶの中､土手や畑境に積んである草積みやゴ
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ミの下､畑と畑の境の溝､穴のあるような古
い桑の木の根本等が主な生息場所である｡
方法
① 昼間捕る方法 "吹き'と言っていたが､
前日に鳴いている場所をしっかl)確認してお
くことが大切である｡畑の隅の堆肥の山や積
んである草を取り除いたとたん発見する場合
もある｡前年捕れた場所､前日失敗した場所､
友達の情報で確認した場所等の附近の穴に､
フゥ一､7ゥ-と息を吹き込む｡理由はわか
らぬが､中に鈴虫がいれば､這い出してくる｡
再び穴に逃げ込まないように､手で虫の前方
を遮断し､ランプのはやの大きい方の口に追
い込む (これを持っている者は少数で､ほと
んどはコップか空かん等に追い込んだ)｡
軒 - - ノ へ ＼-/ 妄三C妄言三豊妄言若き逃け
広い7-,:＼ ,
から追い込む
袋に入れる時は､小さいロの方を袋に入れ､
広い[コの万を静かに上に上げると､鈴虫はス
トンと袋の中に落ちる｡
牛乳ビンやコップ､茶わんは､追い込みも
袋に入れるのも難しい｡素手で捕えて袋に入
れるのは不可能に近い｡何故ならば､大事な
"ひげ"を切ってしまったリ､足や羽根を傷
つけてしまう｡ひげを切ると鳴きが悪 くなる
と言われ､追い込む時､袋に入れる時､帰途
など充分な注意が必要であ た｡一袋に多く
入れることをしないで､袋を別にした｡
② 鳴いているのを捕る方法 日の高い時に
行って､①の "吹き'をや りながら夕方の鳴
き出すのを待った (曇天の場合は昼間から鳴
き出す場合もあり)｡
第一に､鳴き場所をしっかり確認すること
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である｡これがなかなか難しいことであり､
確認不備の場合､虫のいないところに踏み込
むことになり失敗する｡二の場合､接近する
時には､声を出したり､足音をたてないよう
静かに､かつ速やかに行動する｡接近に失敗
したり､場所的に無理 と思ったら､早 く諦め
て､次を狙うのが､時間的に限 りがあるため
大切なコツである｡誘い合った友人二一三人
で､ リーダーの合図で踏み込む場合と､近 く
で鳴いていれば､それぞれで測って踏み込ん
ど.踏み込む場合､ リーン､ リーンと鳴いて
いる鳴きの途中で踏み込むのか大事なことで､
背の;JI]根を上に とげ､二枚をす り合わせて鳴
いているので､虫か逃げるのに手間どるから
である (これは "ぎっち了'捕 りの場合も同
じである)｡失敗した場合は､次の日に狙うと
か､目標を次の場所に移すのがよいo同じ場
所で複数捕hることもあるO
雄 と雌の一対を捕らずに､餌のことなどあ
り､鳴 く雄のみ捕る場合か多かった｡雌は"オ
タイコ'さんと言われ､体型が丸 くて "ずん
く､l)'しており､羽根に特徴があr)､雄 と一
緒だと鳴きか良 くなると言われており､二
三匹に-一匹くらいの割合で持ち帰った｡
なお､"吹き'で捕ったものの中には､鳴き
出しが遅れたり､鳴きか続かない"鳴き下手"
の虫もあった｡
飼育法
? ???? ?????????
かめ､大きめの植木鉢､大きめの空き缶､
不用になったバケツ､木製のみかん箱等を利
用 した｡
青Ejz近は､野生の鈴虫はほとんど鳴き声が聞
かれなくなり､飼育 し､越冬 ･階化させて楽
しむ人が出て来ており､鈴虫とりは見られな
い｡
(2)水あび (水泳の方言)
清泉女学院短期大学の西北の方角､三登山
の山中に大小6つ､南西の団地内に2つの農
業用に築かれた溜池がある (二の地区の方言
では "ツツミ'と呼ばれている池が多い｡若
槻地区には､最 も大きな "田子池'や､大 ･
小合せて20面ほど散在してお り､防火用水を
兼ねているものもある)こ
昭和30年代前半までは､これらのツツミか
子供達の大切な遊びの場であり､特に夏は､
泳ぎを覚え､泳力を養うための "水あび'の
場であった｡現在､長野市内の小 ･中学校の
総てに学校プールかあり､これらのツツミで
の瀞泳は勿論のこと､フナ釣 りやツツミに近
づ くことも､危険防止の面から禁止されてい
る｡また､集落を横切って流れる何本かの小
川も､かつては水量も多く､きれいであり(現
在のように家庭の雑排水は流れなかった)､夏
の水あび､沢ガニとりなど､遊びの場であっ
た ｡
(彰 自然に覚え､身についた泳法
1.立ち泳ぎ
学校プールでは足が底につき､直 ぐ立てる
ので､立ち泳ぎがなかなか上手に出来ない｡
指導法にいろいろ二1二夫と配慮が必要となっ
てくる｡これらの池の多くに､ヒシが生息し
ており､"ヒンの実"を探るためには､両手を
fli汁 消えてIDく+供の遊び
自由に使用でき､しかも､足の動作で身体 を
浮かせ､支持できることが必要になって くるO
水難政助法や水球競技に必要な踏み足や巻 き
足の技術か必要 となる｡池の浮いている "ヒ
シの実'を探るため､その必要に迫られて､
自然に出来るようになっていった者 もいる｡
岸に近いところのヒシは､棒等で引き寄せ ら
れて既に採 られているので､良い実を探るに
は､深い場所にあるのを立ち泳 ぎをしながら
探った｡このヒシの実には鋭い トゲがあ り､
採ったものは､フン ドン (現在のような水泳
パンツはなく､これを六尺フン ドンとも言っ
たが､さらし木綿の六尺7ン ドシで赤い市販
の ものもあった)に挟み､或る程度貯ると岸
に持ってきて置いたoこれは生食も出来たが､
家に持ち帰 り茄でて食べた｡
一時期､癌の薬 として人気があったことも
ある (なお､深さと水質の関係からか､徳間
の池､ヨネリの池にはヒシが成育 していなか
った "｡
- 参考 -
(7)踏み足.･･上体を腰の上に落着け､膝を属げ
て大腿を左右に開き､左右の足の
イ
JL､_-
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裏で交互に下方外側に水を踏む｡
(イ)巻 き足-足の裏で楕円形を描 きながら､水
を圧 して戻す｡膝 を中心に下肢を
交互に内､後､外､前､内という
ように､水を圧 しながら旋回させ
る｡
ヒン
(r7) 菱 -池や沼に生える一年草で､根は泥
におろすか､水中の節からは､水
中根 を出して､養分 を吸っている｡
葉は茎の上部に集って付いてお り､
葉柄は太 く､空気を入れて浮き袋
となl上 花は葉の内から出た長い
柄の先につ く｡熟す と果実は左右
に鋭い "とげ'があ り､黒 くなる｡
中には白い肉があり､これが食用
となる｡
2.潜水 (もぐりと言った)
学校プールでは､低学年で､ タイル片や小
石を投げ入れて拾 うとか､指導法にいろいろ
ある｡潜ろうとすると浮いて しまい､人体は
水に浮 くということを覚える｡
総ての池ではないが､貝 (からす貝､どろ
(ウ)
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貝のことで､ ドロッケと言った)の探れる池
があった｡葦や水草の生えている岸辺や､比
較的浅い池の底にいる場合が多い｡
岸辺に近い場合は｡手さぐリで探る｡泥の
中の貝は体の一部を水中に出しているので､
足裏で慎重に探 りながら､静かに､しかも､
ゆっくりと池底を歩く｡深部は顔が出ないの
で､呼吸が苦しい時は､時々顔を出して呼吸
する｡足にふれた小さい貝の場合は､親指で
はさみ､静かに持ち上げてから､手で掴む｡
この場合､注意しないと､途中で落ちてしま
う｡真下に落ちないので探すのに困難となる｡
大きい貝や深部の貝は確認したら潜水して
捕る｡潜 り方は､直前に深呼吸し (8-9割
くらいの吸気)､二通 りの方法で潜る｡
(五 一度､上体を水面に出し､重みで沈む力
を利用して水中に入り､頭を下げて潜る｡
② あごを引き､腰をかがめ､身体を腹の方
で水中で回転し､頭部を下に逆立となリ､
腰を伸 して脚を水面に蹴り上げるようにし
て､潜って捕る｡
貝は家に持ち帰 り､しばらくきれいな水に
入れて泥をはかせると食用になる｡味は良い
とは言えない｡捕る楽しみが主であった｡
3.飛び込み
学校プールで､スター ト台からの飛び込み
指導でも､段階を追い､危険防止に充分配慮
する必要があり､台の高さプラス眼の高さか
らくる恐怖心も加わり､なかなか思うように
は出来ないO
この飛び込み練習が可能な池は､里城の池､
徳問の池､堂澤の池等限られていた｡農業用
又は防火用のため､排水時には､次の図の②
を渡って行って､④を廻したり､持ち上げた
りして排水した (これを "ヒノ'を抜 くとい
い､全部排水した場合は､フナやエビが捕れ
たので､大きな楽しみの一つであった)oこの
ヒノに関連して①～④を利用して練習した｡
"ヒノ"
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す り鉢状の池は …ヒノ"の構造かlxjのよう
になっており､飛び込み練習も不可能であり､
能力の低い者に敬遠された｡
徳間の池の場合は､ヒノもあったか､ツツ
ミの岸に生えている木に登 り､飛び込んだ｡
頭から飛ぶ時は､なるべ く遠 くへ飛ふように
する｡技術的にみて低 く､気が弱く､恐怖心
のある者は､低い枝を選び､鼻をつまみ､眼
を閉じて､足から飛び込んだ｡
年少者やよく泳げない者は､水の取り入れ
口の浅い所でバシャバシャやって水遊びに興
じたり､手を取ってもらって､伏せ浮きのバ
タ足や犬かきを練習した｡泳力がついてくる
と､細長い池を横や縦に往復し､目標を決め
て競争したりして遊んだ｡
また､泳ぎに飽きると､石切りや､徳間の
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池の場合は､池の端にある神社の広場でベー
ス (簡易な草野球)をやったり､オミクジを
引いて (大吉が出るまで何回でも引く)遊ぶ
ことが多く､水あび以上に楽しいものであっ
た｡年長者を見習って泳ぎを覚えるが､犬か
き- 蛙泳ぎ (平泳ぎ叉は扇泳ぎ)- ノン
又は抜き手 (クロール)- さかさ泳ぎ (育
汰)､もぐり (潜水)､立ち泳ぎと進んだ｡速
く泳げることは勿論だが､より遠くよりもよ
り遠 く､より長く泳 ぐことを良しとする傾向
が一般的であった｡どこからどこまで泳げる
か､どこから飛び込めるか､どれくらい潜れ
るか等で､自然に子供の能力のランクづけが
なされ､指示 ･命令がなくても努力目標が出
来てきたように思われる｡
集落を横切って流れる小川は水もきれいで､
あり､川止めをしての水遊びや､水あびの初
歩が年少者や女の子の一部では､夏の遊びの
楽しみの一つであった｡昭和-ケタ生まれの
人､また､その前後の人で泳げない人がいる｡
特に女性にその傾向が強いのは､水あびと関
係があると思われる (女子は水あびをするこ
とがほとんどなかった)｡このツツミや小川も
現在では､家庭の雑排水で汚され､危険防止
上から近づ くことさえ禁止されている｡学校
プール (小 ･中学校)の普及率は全国最高と
いわれる本県では､川や池で泳 ぐ必要はない｡
また､やる気､費用､時間があれば､スイミ
ングスクールのバスが安全に送迎してくれ､
指導者がついて泳法指導までしてくれる｡
水あぴは消えてしまったが､楽しい想い出
と結びつく "水とのふれ合い'という面から
考えてみると､現在と比較して､この水あび
は主体的､創造的､意欲的であり､しかも､
自由な楽しさがいっぱいあった｡深い溜め池
や流れる千曲川での水泳は､生きた水とのふ
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れ合いであり､自然に主呈しさや判断力､水の
危険に安全に対処する力や泳力が身についた
気がする｡水の事故は死に結びつく､昔も今
も水に関しての危険はいっぱいある｡しかし､
夏休みの忘れられない楽しい思い出となった
水あびは今はない｡
(まとめ)
最近の子供は外で遊ばない､遊べない､遊
びを知らない､遊びの楽しさを知らない､体
格は向上したが体力のないのは遊びが少ない
からだ､等々話題にされることが多い｡確か
にそんな気かするoLかし､適当な空き地や
遊び場はなくなり､遊びの中心であった道路
は危険で､とても遊べる状況ではない｡
これは､①稽古ごと (そろばん､習字､ピ
アノ教室､学習塾､スイミングスクー ル他)
などのやることが余りに多すぎる｡また､②
外遊びよりも､テレビやテレビゲームなど､
室内の遊びの万が興味や関心が高い｡､③出生
辛 (1.57)の低下による了-供の数 (兄弟)の
減少により､遊び場に行っても遊びを構成す
るだけの仲間が集まらず､遊びが成立しない｡
等いろいろ考えられる｡
体力面で考えてみれば､スイミングスクー
ル､ ミニバスケット･ミニバレーボール､少
年サ･/カー教室､野球 リトルリー グ､各種ス
ポーツ少年団等々やる気があれば､鍛える場
は多くあるoLかし､外での遊びは①②③の
とおりで､遊ぼうにも場所がない､時間がな
い､仲間が集まらないということか主な原因
であろう｡その他原因はいろいろ挙げられよ
うが､この地区の子供達に見られる傾向とし
て､
1)集団での遊びが見られなくなった｡特に
年令差を超えた集団遊びは皆無に近い (こ
れは前記の①②③と関連がある)
2)自然 (動 ･植物等)との関わりのある遊
びがほとんど見られなくなった｡
これはどうしてか､子供をとり巻く環境の
変化が大きい｡東条､徳間の集落を通り､街
道を横切 り､清泉女学院短期大学南西下方で
駒澤川となl)- 浅川- 千曲川へとそそぐ
三本の川すじをはじめ､他の小川も家庭の雑
排水を集めて流れるので汚染が進み､セメン
ト壁に変ってしまった｡かつては､沢ガニが
澤l吊蔚れ､水あびや川遊びも出来たし､夏は
蛍か舞い､虫とりの場であった豊かな両岸の
樹木や草やぶがなくなった｡農地はほとんど
住宅地に変り､葦つみや虫とりの出来た草地
も激減し､昔日の面影はほとんど無くなって
しまったr,
遊ぶ道具については､創意工夫して自作す
ることがほとんどなくなり､ほしいものか手
に入り､精巧で高価なものが市販されているO
当時､ほとんどの子供が持っていた､肥後
守は見られず､小刀やナイ7t,I二手に使えな
い子が多い｡
出生率低下から少子化による遊び仲間の減
少､道路事情､交通事情等により遊び場所の
減少､テレビや稽古ごと等による時間の減少､
いろいろ問題かある｡往時のまま残っている
遊びもあるが､ほとんど見られなくなったリ､
消えてしまったものが多い｡この傾向は顕著
になっていくと思われる｡
(参考文献-昭和57年若槻史刊行会編"若槻史')
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